
とうきょうすくわくプログラム活動報告書 

保 育 園 名 日向和田保育園(１歳児) 

日  時 ２０２５.２月１９日 

１．活動のテーマ 

〈テーマ〉 

 

 

 

〈テーマ設定の理由〉 

 

 

 

 

２．活動スケジュール 

 

 

 

 

 

３．探究活動の実践  〈活動の内容〉 

 ・活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

 

 

 

 

  

 

・活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育士との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

自然 

自然が多い地域なので、子ども達が自然物をもっと身近に感じら

れるように。 

夏、秋、冬で自然物の変化を感じる。 

散歩先の公園で花に興味を示して観察し、その後どんぐりや石を

拾って食べ物に見立てて遊んでいた。５名、１０分程度 

散歩で臨川庭園に行くと梅の花が咲いていて、観察が始まった。 

石を拾った児がそれを食べ物に見立てて食べるフリをしていたの

で、もっと石やどんぐりが落ちている場所へ案内してみた。 

 
 

 

 

最初は梅の花を観察していて、

日差しが暖かく、心地良さと春

の訪れを感じているようであっ

た。「おはなきれい」と言う児も

居た。 

梅の花を観察している時に地面

に落ちていた石を拾った児が、

それをおにぎりに見立てて食べ

るフリをしていた。ピクニック

のような雰囲気になり、石やど

んぐりがもっと落ちている場所

へ移動してみると、それぞれが

何かの食べ物に見立てながら遊

ぶ姿を見ることが出来た。 

葉っぱ等の自然物の変化を季節の移り変わりと一緒に感じられたらと思っ

ていたので、梅の花を観察しながら春の訪れを感じる事ができ、同時に暖

かな日差しの中でピクニックのような見立て遊びを楽しむことができて、

良い活動になった 

２月の職員会議で共有した。 


